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20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
及
び
第
七
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
）
に
向
け
た
我
が
国
の
開
発
政
策
並
び
に
参

議
院
に
お
け
る
国
際
的
議
会
活
動
に
関
す
る
決
議 

令
和
元
年
五
月
十
五
日 

参
議
院
政
府
開
発
援
助
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会 

平
成
二
十
七
年
九
月
の
国
連
総
会
で
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
開
発
目
標
と
し
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
採

択
さ
れ
て
か
ら
既
に
三
年
が
経
過
し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
が
問
わ
れ
る
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
で
、
本
年
六
月
に
は
、
国
内
で
開
催
す
る
国
際
会
議
と
し
て
は
史
上
最
大
規
模
と
な
る
Ｇ

20
サ
ミ
ッ
ト
が
大
阪
市
で

開
催
さ
れ
、
ま
た
、
八
月
に
は
、
第
七
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
）
が
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
る
。 

我
が
国
は
、
主
要
な
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
供
与
国
の
一
つ
と
し
て
の
長
い
経
験
や
知
見
を
有
し
、「
人
間
の
安
全
保
障
」

の
理
念
に
基
づ
く
特
色
あ
る
援
助
を
通
じ
て
、
国
際
社
会
の
平
和
、
安
定
と
繁
栄
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
我
が
国
が
、
こ
う
し

た
重
要
な
国
際
会
議
に
お
い
て
、
議
長
国
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
を
始
め
、
開
発
問
題
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
議
論
を
主
導

す
る
と
と
も
に
、
効
果
の
高
い
取
組
を
自
ら
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
本
年
九
月
に
国
連
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
初

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
首
脳
級
会
合
に
向
け
て
も
大
き
な
弾
み
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
参
議
院
が
行
っ
て
い
る
政
府
開
発
援
助
調
査
派
遣
や
国
際
会
議
へ
の
出
席
な
ど
の
国
際
的
議
会
活
動
は
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
を
始
め
と
す
る
政
府
の
取
組
に
対
し
、
立
法
府
と
し
て
行
政
執
行
の
適
切
性
の
監
視
や
我
が
国
の
支
援
に
対
す
る
理
解

増
進
を
図
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
機
会
や
重
要
性
は
年
々
増
大
し
て
い
る
。
国
際
的
に
も
政
府
の

取
組
に
加
え
多
様
な
主
体
が
相
互
補
完
的
に
外
交
的
役
割
を
担
っ
て
い
く
動
き
が
広
が
り
を
見
せ
る
中
で
、
い
わ
ゆ
る
議
員
外

交
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
、
現
在
、
我
が
国
の
参
議
院
の
英
語
表
記
と
し
て
「
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ 

ｏ

ｆ 

Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｃ
ｉ
ｌ
ｌ
ｏ
ｒ
ｓ
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
派
遣
訪
問
先
等
に
お
い
て
参
議
院
が
日
本
国
会
の
一
院
で
あ

る
こ
と
が
十
分
に
理
解
さ
れ
ず
、
活
動
を
行
う
上
で
支
障
と
な
る
と
の
指
摘
が
一
部
の
政
府
開
発
援
助
調
査
派
遣
団
の
報
告
に

お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。 



 

 

 

つ
い
て
は
、
参
議
院
に
お
い
て
は
、
参
議
院
及
び
参
議
院
議
員
の
英
語
表
記
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
際
社
会
の
状
況
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
的
経
緯
、
仮
に
変
更
す
る
場
合
に
社
会
に
与
え
る
影
響
等
を
慎
重
に
勘
案
し
つ
つ
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。 

ま
た
、
政
府
に
お
い
て
は
、
こ
の
機
会
を
捉
え
、
我
が
国
の
開
発
協
力
及
び
国
内
諸
施
策
に
関
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適

切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

一
、
格
差
・
貧
困
、
テ
ロ
、
難
民
・
避
難
民
、
気
候
変
動
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
問
題
な
ど
、
様
々
な
社
会
・
経
済
・
環

境
問
題
が
相
互
に
絡
み
合
い
地
球
規
模
で
広
が
る
現
状
を
踏
ま
え
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能
性
、
多
様
性
、
包

摂
性
を
有
す
る
社
会
の
形
成
に
向
け
、
途
上
国
だ
け
で
な
く
先
進
国
を
含
む
全
て
の
国
際
社
会
が
取
り
組
む
べ
き
目
標
で
あ

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
、
国
際
会
議
等
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
。
特
に
、「
質
の
高
い
成
長
」
の
重

要
性
に
関
す
る
認
識
が
共
有
さ
れ
、
そ
れ
に
向
け
た
国
際
協
調
が
実
現
す
る
よ
う
国
際
的
議
論
を
主
導
す
る
こ
と
。 

二
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
「
質
の
高
い
成
長
」
に
よ
る
自
立
的
発
展
を
実
現
す
る
た
め
、
日
本
の
強
み
で
あ
る
技
術
移
転
や

雇
用
創
出
、
さ
ら
に
は
開
放
性
、
透
明
性
、
経
済
性
及
び
債
務
持
続
可
能
性
な
ど
に
配
慮
し
た
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」
の

優
位
性
に
つ
い
て
さ
ら
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
国
際
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
に
向
け
て
国
際
社
会
に
お
け
る
議
論
を
主

導
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、「
パ
リ
協
定
」
に
基
づ
く
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
実
質
ゼ
ロ
の
達
成
に
資
す
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
。

ま
た
、
他
の
先
進
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
教
育
、
保
健
、
上
下
水
道
な
ど
社
会
セ
ク
タ
ー
へ
の
支
援
を
拡
大
し
、

後
発
開
発
途
上
国
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
ｓ
）
へ
の
援
助
の
比
重
を
高
め
る
こ
と
。 

三
、
ア
フ
リ
カ
は
、
貧
困
や
飢
餓
等
の
根
本
的
な
開
発
課
題
に
お
い
て
最
も
深
刻
な
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

に
向
け
て
も
最
大
の
鍵
と
な
る
地
域
で
あ
る
が
、「
質
の
高
い
成
長
」
の
前
提
と
な
る
基
礎
的
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
状
況
を

踏
ま
え
、
民
間
投
資
の
増
加
の
た
め
の
一
層
の
環
境
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
従
来
以
上
に
開
発
支
援
を
重
点
化
す
る

こ
と
。
ま
た
、
我
が
国
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
誠
実
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
等
を
通
じ
て
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
よ

く
把
握
し
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
て
、
真
の
自
立
と
貧
困
の
解
消
に
向
け
一
層
効
果
的
な
支

援
を
、
引
き
続
き
、
展
開
し
て
い
く
こ
と
。 

四
、
イ
ン
ド
洋
及
び
太
平
洋
が
全
て
の
国
々
に
安
定
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
自
由
で
開
か
れ
た
海
洋
と
な
る
よ
う
、
ア
ジ
ア
太
平



 

 

 

洋
か
ら
中
東
・
ア
フ
リ
カ
に
至
る
地
域
の
国
々
が
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
で
相
互
に
連
結
性
を
強
化
し
て
い
く
取
組
を
、

我
が
国
が
積
み
重
ね
た
経
験
や
知
見
を
提
供
し
つ
つ
、
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
新
興
国
の
果
た
す
役
割
の
重

要
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
他
国
へ
の
開
発
協
力
の
進
め
方
、
更
な
る
成
長
に
向
け
た
「
中
進
国
の
罠
」
な
ど
新
た
な
問
題
へ
の

取
組
な
ど
、
積
極
的
な
対
話
を
通
じ
、
認
識
の
共
有
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
。 

五
、
貧
困
の
削
減
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
で
最
も
重
要
な
目
標
の
一
つ
で
あ
る
。
世
界
の
貧
困
の
更
な
る
削
減
の
た
め
、
産
業
の
振

興
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
、
公
平
な
社
会
の
実
現
、
社
会
保
障
制
度
の
充
実
な
ど
の
取
組
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
。
ま

た
、
今
後
、
世
界
人
口
の
一
層
の
増
加
に
伴
い
食
料
の
不
足
が
深
刻
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
食
糧
問
題
は
国

際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
解
決
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
食
料
の
多
く
を
輸
入

に
依
存
す
る
我
が
国
は
、
稲
作
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
高
度
な
先
端
技
術
や
経
験
を
い
か
し
、
食
糧
問
題
の
解
決

の
た
め
、
食
料
増
産
な
ど
農
業
分
野
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
増
加
に
努
め
る
こ
と
。 

六
、
膨
大
で
か
つ
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
展
開
し
て
い
く
に
は
、
政
府
だ
け
で
は
な
く
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
民
間
企
業
、
地
方
自
治
体
、
大
学
等
の
多
様
な
主
体
の
草
の
根
参
加
の
下
で
の
、
よ
く
連
携
の
取
れ
た
戦
略
的
な

取
組
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
各
主
体
の
特
性
を
踏
ま
え
た
役
割
分
担
を
明
確
化
し
、
各
主
体
が
官
民
の
開
発
協
力

の
全
体
像
を
共
有
し
つ
つ
、
よ
り
効
果
的
な
取
組
が
行
え
る
よ
う
な
体
制
の
構
築
に
向
け
て
十
分
な
支
援
を
行
う
こ
と
。
ま

た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
し
か
る
べ
き
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
能
力
の
高
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ

の
財
政
基
盤
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
の
自
助
努
力
や
透
明
性
確
保
を
前
提
に
、
必
要
な
予
算
措
置
を
行

う
こ
と
。 

七
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
始
め
と
し
た
開
発
途
上
国
に
、
中
小
企
業
を
含
む
民
間
企
業
が
よ
り
積
極
的
に
進
出
し
、
開
発
途
上
国

の
持
続
的
成
長
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
成
長
に
も
寄
与
し
得
る
よ
う
、
そ
の
環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、

民
間
企
業
の
海
外
展
開
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
が
労
働
条
件
等
人
権
を
尊
重
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
十

分
確
認
し
つ
つ
行
う
こ
と
。 

八
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際
的
な
協
力
は
、
途
上
国
の
課
題
解
決
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
に
対
す
る
理
解
の
促
進
、
さ
ら
に
は



 

 

 

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
が
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
を
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
今
後
我
が
国
に
お
い
て
一
層
の
多
文
化
共
生
へ
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

海
外
に
お
け
る
日
本
語
教
育
基
盤
の
充
実
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
相
手
国
の
理
解
を
得
た
上
で
、
国
際
交
流
基
金
及

び
開
発
協
力
の
一
環
と
し
て
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
な
ど
も
活
用
し
て
、
日
本
語
教
育
支
援
も
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
。 

九
、
世
界
で
活
躍
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
員
は
我
が
国
の
「
顔
の
見
え
る
援
助
」
を
担
う
大
き
な
力
で
あ
る
が
、
応
募
者

は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
教
育
機
関
と
連
携
し
た
効
果
的
な
募
集
活
動
等
に
加
え
、
安
心
し
て
参
加
で
き
る
環
境
の
更

な
る
整
備
に
向
け
、
安
全
確
保
対
策
の
強
化
や
帰
国
後
の
進
路
支
援
、
現
職
参
加
制
度
の
周
知
・
充
実
等
に
一
層
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
。 

十
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
を
巻
き
込
み
、
強
い
連
携
の
下
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
そ
の
中
で
Ｏ

Ｄ
Ａ
が
果
た
す
べ
き
役
割
等
に
関
す
る
国
民
全
体
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
意
義
等
に
関
す
る
理
解

が
さ
ら
に
進
む
よ
う
、
広
報
活
動
の
み
な
ら
ず
、
学
校
教
育
に
お
け
る
学
習
等
も
含
め
施
策
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。 

十
一
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
政
府
は
、
限
ら
れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
が
適
切
か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
、
各
Ｏ

Ｄ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
評
価
を
し
っ
か
り
と
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
を
次
年
度
以
降
の
事
業
実
施
に
反
映
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
予
算
執
行
管
理
等
の
問
題
が
生
じ
た
こ
と
に
鑑
み
、
十
分
な
原
因
分
析

を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
再
発
防
止
に
向
け
た
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
。 

十
二
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
、
財
政
の
健
全
性
に
留
意
し
つ
つ
、
対
国
民
総
所
得
（
Ｇ
Ｎ
Ｉ
）
比
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
〇
・
七
％
と

す
る
国
際
的
目
標
の
実
現
に
取
り
組
む
ほ
か
、
国
際
連
帯
税
等
の
革
新
的
資
金
調
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
討
に
お
い
て
、
我
が

国
が
議
長
国
を
務
め
る
Ｇ

20
や
「
開
発
の
た
め
の
革
新
的
資
金
調
達
に
関
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
の
機
会
も
活

用
し
、
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

右
決
議
す
る
。 

 


